
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2019年9月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2019年9月30日～2020年10月30日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202010_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

7.33%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
10月30日

米国では大統領選挙を控え、追加経済対策の遅れから株式相場は上値が抑えられる可
能性があります。一方で9月に入ってからの相場調整を経て足元で割高感は後退し、
FRBによる大規模金融緩和の継続、新型コロナウイルスのワクチン・治療薬の実用化
に対する期待が継続するものとみています。7～9月期の決算発表の本格化に向け
て、成長性の高い企業を中心とした業績の回復も下支えとなり、好悪材料が交錯する
中、一進一退の展開になるとみています。

（期間：2019年9月30日～2020年10月30日）
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マーケットの動き（2020年10月26日～10月30日） 米国株価指数の推移

先週の米国株式市場は、前週末比で下落しました。
欧米での新型コロナウイルス感染再拡大による経済活動制限強化の動きに対する警戒や、米国
10年国債利回りの上昇、市場予想を下回った主力ハイテク企業の四半期決算への失望が、米国
大統領選挙を前にした投資家のポジション調整を加速させました。
新型コロナウイルス感染再拡大が警戒された欧州は、米国に劣後する展開となりました。

外国株式相場は一進一退の動き

投資環境見通し（2020年10月）

▲2.52%

S&P500種株価指数 3,269.96 ▲5.64% ▲2.77% 12.28%

NYダウ 26,501.60 ▲6.47% ▲4.61% 8.86%
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